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研究成果概要 

最近、我々と同様に２相型キセノン検出器を用いて先行した結果を出している米国グ

ループの実験 XENON10 と同じ方法での実験および解析を試みた。すなわち、比例蛍光を

トリガーに用いることにより 3 次元検出器として利用し、検出器の有感領域に制限を設

けた（いわゆる自己遮蔽）。また、キセノン原子核反跳（中性子照射）による信号とγ線、

β崩壊等の電子に起因する信号とを識別するために、直接蛍光と比例蛍光との相関関係

を新たに求めた。それを基に、約 2日間の探索実験を行った。 

その結果、2か月以上の探索実験を行えば、XENON10 と同等あるいはそれ以上の探索領域

に到達が可能であることが分かった。 
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